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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
百
済
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響

❶
日
本
最
古
級
の
木
簡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❹
黎
明
期
の
日
本
古
代
木
簡

❷
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
　
　
　
　
　
お
わ
り
に

　

日
本
最
古
級
の
木
簡
の
再
検
討
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
台
座
墨
書
銘
の
再
釈
読
、
百
済
木
簡
と
の
比
較

研
究
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
使
用
の
開
始
お
よ
び
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
次
の
よ

う
な
結
論
を
得
た
。

　

①
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
使
用
は
、
王
仁
や
王
辰
爾
の
伝
承
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
百
済
を
中
心
と
す
る

朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
人
々
を
通
じ
て
、
早
け
れ
ば
五
世
紀
代
に
、
遅
く
と
も
六
世
紀
後
半
に
は
開
始
さ
れ

た
。
具
体
的
な
証
拠
物
に
よ
っ
て
は
裏
づ
け
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
や
そ
の
後
の
状
況
な
ど
を

総
合
す
る
と
、王
都
と
そ
の
周
辺
部
、屯
倉
を
中
心
と
し
た
地
方
拠
点
で
、限
定
的
に
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
該
期
に
は
、
主
と
し
て
物
や
人
の
管
理
に
関
わ
っ
て
、
音
声
で
は
代
用
で
き
な
い
事
項

を
中
心
に
、
記
録
木
簡
が
先
行
す
る
形
で
使
用
さ
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

②
六
四
〇
年
代
頃
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
木
簡
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
木
簡
の
存

在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
場
所
は
、
基
本
的
に
飛
鳥
・

難
波
と
い
っ
た
王
都
と
そ
の
周
辺
部
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
大
き
な
広
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
出
土
点

数
も
微
々
た
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
文
書
・
記
録
・
荷
札
・
付
札
・
習
書
・
そ
の
他
の
木

簡
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
つ
な
が
る
木
簡
使
用
が
認
め
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
木
簡
の

内
容
を
具
体
的
に
み
る
と
、
そ
の
後
の
木
簡
と
比
べ
て
、
典
型
的
な
書
式
に
も
と
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が

少
な
く
、
や
や
特
殊
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
木
簡
の
比
率
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
常
的
な
行
政
の
場

で
木
簡
を
使
用
す
る
機
会
が
、
の
ち
の
時
代
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

③
天
武
朝
（
六
七
二
─
八
六
）
に
な
る
と
、
木
簡
の
出
土
点
数
が
爆
発
的
に
増
大
し
、
紀
年
銘
木
簡
も
天
武

四
年
（
六
七
五
）
以
後
連
続
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
木
簡
が
出
土
す
る
遺
跡
も
、
王
都
と
そ
の
周
辺
部
に

限
ら
れ
な
く
な
り
、
地
方
へ
の
広
が
り
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
木
簡
の
種
類
・
内
容
に
注
目
す
る
と
、
荷
札

木
簡
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
前
白
木
簡
な
ど
上
申
の
文
書
木
簡
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
録
木

簡
や
習
書
木
簡
も
頻
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
下
達
の
文
書
木
簡
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
木
簡

文
化
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
背
景
と
し
て
、
日
本
律
令
国
家
の
建
設
に
と
も
な
う
地
方
支
配
の
進
展
・

文
書
行
政
の
展
開
が
あ
っ
た
。
天
武
朝
と
そ
れ
に
続
く
持
統
朝
（
六
八
七
─
九
七
）
に
は
、日
本
と
中
国
（
唐
）

と
の
間
に
国
交
は
な
く
、
新
羅
と
の
直
接
交
渉
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
渡
来
人
の
子
孫
や
亡
命
百
済
人
な
ど
の
知

識
を
総
動
員
し
な
が
ら
、
国
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
該
期
の
木
簡
に
は
、
韓
国
木
簡
の
影
響

が
色
濃
い
。

　

④
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
な
る
と
、
約
三
〇
年
ぶ
り
と
な
る
遣
唐
使
の
任
命
（
天
候
不
順
の
た
め
、
派
遣

は
翌
年
に
延
期
）、
大
宝
律
令
の
制
定
・
施
行
、
独
自
年
号
（
大
宝
）
の
使
用
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
従
来
の

よ
う
な
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
中
国
の
古
い
制
度
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
最
新
の
中
国
制
度
を
直
接

摂
取
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
木
簡
の
表
記
・
書
式
・
書
風
な
ど
の

面
で
、
同
時
代
の
唐
を
模
倣
す
る
動
き
が
現
れ
、
か
つ
て
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
や
わ
ら
ぐ
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
日
本
最
古
級
の
木
簡
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
、
百
済
木
簡

［
論
文
要
旨
］




